
地域活動を行っている企業・団体等と

芦屋市がつながり、地域の可能性を発

見したり、課題を解決する共生のまち

づくりに向けたプラットフォーム

共有します！
・地域課題や問題意識
・ノウハウや機能，資源
・学びや体験

新たな出会い，気づきから始まる
「地域づくり」のプラットフォーム

①地域の人や資源の
把握と見える化

②様々な分野が集い，
関係性を深めるための

場の設定

③幅広い関係者間を
橋渡しする
コーディネート
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芦屋まち
デザインラボ

自治会

地域福祉
アクション
プログラム
推進協議会

市民活動

権利擁護
支援センター

障がい者
相談支援事業

高齢者生活
支援センター

生活困窮者
自立相談
支援機関

子育て
支援センター

「こえる場！」の位置づけと機能

多様な主体が集う
相乗効果

新たな可能性の発見 地域課題の解決
人がつながり 誰もが輝く
笑顔あふれる住宅都市

【事前資料３】「こえる場！」開催の実施報告



「こえる場！」取組の経過と政策方針の変遷

取組の経過
【Ｈ２９】
・多様な主体が一堂に会し，「目指すべき未来」の共有やそれ
を実現するための意見交換を実施した
・「こえる場！」参加団体がつながる連携事例がうまれた
【Ｈ３０】
・参加者から提案されたテーマ（食・子育て・多世代共助・学
び・その他）に試行的に取り組んだ
【Ｒ１】
・参加者がそれぞれの領域から「こえている」取組について
提案し，具体的な活動に向けて検討した
・「こえる場！」の活動促進につなげることを目的に，シンボ
ルマークを作成した
【Ｒ２】
・コロナ禍での活動についてオンラインの活用等を検討した

プロジェクト・チーム発足
（H２９.６）

「こえる場！」
（H２９.１０）

全世代交流
健康増進

高齢者の社会参加

＜ 「こえる場！」の取組の経過 ＞ ＜ 政策方針の変遷 ＞

【Ｒ３～】
・これまでの活動を踏まえ，「こえる場！」の機能・運営体制
等を整理する
・ホームページを活用した情報発信を行う
・ニーズと資源等のマッチングにより活動を促進する

創生
総合戦略
（R３～R７）

第２期芦屋市創生総合戦略
【基本目標２】
人がつながり活躍し，暮ら
しの魅力が高まる住宅都市
【重点プロジェクト２】
芦屋の未来へ，多様なつな
がりで新たなまちのチャレ
ンジ

重層的支援体制整備
事業
Ⅱ参加支援事業
Ⅲ地域づくりに向けた
支援

改正社会
福祉法
（R３.４）

行政改革
（H２９～
R２）

未来へ向けた成長戦略型
【目指すべき未来】
Ⅱ人々の笑顔が溢れる
【施策の方向性】
全世代が住みよいまちづくり

地域力強化モデル事業

改正社会
福祉法
（H３０.４）

第４次地域福祉
計画（R４.４～）

「こえる場！」の活動について明記予定

地域共生社会の実現（H２８.６.２ ニッポン一億総活躍プラン）











＜参画・企業団体＞

企業名 ・ 団体名

1 学校法人芦屋学園 芦屋大学

2 株式会社芦屋人

3 株式会社笠谷工務店

4 社会福祉法人かんでん福祉事業団

5 一般社団法人コミュニティ援助センター（ＣＡＣ）
(地域プロボノ機構：民間(非認証)NPO型ADR機関

6 社会福祉法人三田谷治療教育院

7 一般社団法人さんぴぃす

8 社会福祉法人芦屋市社会福祉協議会

9 社会福祉法人聖徳園

10 生活協同組合コープこうべ

11 地域福祉アクションプログラム推進協議会

12 ちきゅうっ子応援隊

13 ネッツトヨタ神戸株式会社

14 阪急阪神ホールディングス株式会社

15 兵庫県住宅供給公社

16 株式会社フィッシングマックス

17 NPO法人フライパン

18 ミズノ株式会社

19 芦屋市民生児童委員協議会

20 株式会社ラジオ関西

＜関係者＞地域支え合い推進員

＜芦屋市役所＞

11月9日開催「こえる場！」参加者名簿


